
















































































発電所の建設については， Harold C. Paser， The Electrical Manufacturers 1875ー1900:A 
Study in Competition， Entrepreneursh仇 TechnicalChange， and Economic Growth (Reprint 



























(2) エジソン・システムの開発過程については，次を参照。 ArthurA. Bright， ]r.， The 
Electric-Lamt lndustη1: Technological Change and Economic Develo，戸nentfrom 1800 to 1947 
(Reprint ed; New York. 1972). pp. 56-59; Passer， ot. cit. pp. 78ー 104.


























































あって，彼女自身は音楽家であった。 Cf.G. Z. de Ferranti and R. Ince， The LifeandLet-
ters of Sebastian Ziani de Ferranti(London， 1934)， pp. 15-17 
(7) W. L. Randell， S. Z. de Ferranti: His lnfluence upon Electrical Development(London， 

























で自らの会社を創設した。現在まで存続しているフェランティ社 (S.'Z. de 
(8) Ferranti and Ince， op. cit.， pp. 33 -35. 
(9) Randell， op. cit.， p. 2. 
(1の 出資者の一人，フランシス・インス (Francis Ince)は事務弁護士をしており，また，
その娘 (GertrudeInce)がのちにフェランティの妻になったことからも窺えるように，後
述のフェランティ社の経営に長くかかわった。
(1) Randell， op. cit.， p. 3; Ferranti and Ince， op. cit.， p. 54. 
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とともにホリンウッドに移転してきた。 Cf.E. G. D. Liveing. The Ferranti's and Seventy 









には累積赤字を解消することができ，以後は内部蓄積を進めた。 Ibid..pp. 73ー78; Fer-




























(14) Ferranti and Ince， Op. cit.， p. 137 
(1:.) Randel1. op. cit.， p. 21. 



















(Vickers)や紡績会社(J& P Coats)の委託研究を引き受けた。 1910年と






(18) Randell， Op. cit.， pp. 22 -23. 
(19) John F. Wilson，“De Ferranti， Sebastian Ziani(1864-1930) : E1ectrical Equipment 
Manufacturer and Inventor"， in David J. Jeremy (ed.)， Dictionary of Business 
BiograPhy: A BiograPhical Dictionary of Business Leaders Active in the Period 1860 -1986， 
Vo1. I (London， 1984)， p. 45. 
仰，) Rollo Appleyard， The Histoηofthe Institution of Electrical Engineers， 1871-1931 (Lon-
don， 1939)， p. 294. 


























似) 1. C. R. Byatt， The Brtish Electrical lndustry 1875 -1914:・TheEconomic Returns to a 
New Technology(Oxford， 1979)， pp. 25-27. 
(23) 19世紀前半からのイギリスガス産業の発展過程については 次を参照。 Trevor 1. 



























何) Takuji Sakamoto，“Technology and Business in the British Electrical Industry 1880一
1914" in Akio Okochi & Hoshimi Uchida(eds.)， Development and Diffusion 01 





























のものに限定されて L、たこと，さらに 'J~ 'iと Jt~r日j が 7 年!日!に制限されていたことなどの珂
由によって， I暫定命令Jによる認可の取件の)Jが-q;}:的であったと与えられる。 Cf.Ar-
thur P. Poley and Frank Ddhridge， A Handhcol2 011 the Electric Lightil1g Act， io、92(Lon-
don， 1882)， pp. 1 -2， 11-12; Lawrence Duckworth， The Consumer's HaI;dhnol? 01 thc 
Law Relating to Gas， lVater， and Electric Lighting(London， 1900)， pp. 87-88. 
(2ì) 市îtfJt[H~'; ， 22-2311。

























仰，) Emi1e Garcke， Manual 01 Electrical Undertakings and Directory 01 Q庁icials，Vo1. 1 
(London， 1896)， p. 9. 
(30) 前掲拙著， 27 -28頁。。1) ロンドンにおける電力産業の成立過程については，さしあたり，次を参照。拙稿「ロ
ンドンにおける電灯事業の成立JIJ創立70周年記念論文集J(長崎大学経済学部， 1975年)，
321-342頁。






























。3) H. R. Meyer， Munici)りα1Ownership in Great Britain (London， 1906)， pp. 196 -197. 





自ら設計した交流発電機の製作にあたっていたが， リンゼイ社 (SirCoutts 
























なく，交流技術の開発に打ち込むことができた。 Cf.“Gaulardand Gibbs v. Ferranti'¥ 
Electrician， July 13， 1888， pp. 308-309. 








の成功に刺激されて， ロンドン電気供給会社 CLondonElectric Supply Cor-

















(3句 Elcctrician，September 9， 1887， p.386. 
例 Elcctrician，November 9， 1888 p. 20 
例 S.Z. de Ferranti， Limited， Notes on the Economy Secured in Electric Lighting by the Com-




























































































仰) Ferranti and Ince. op. cit. . p.57 
ブェランティと近代電力経営の構想、 239 
























(13) Parsons. op. cit. p. 29. 
川) 当時の送電技術の水準では，せいぜレ2.500Vf立が限度であった。 Cf，Ferranti and In-
ce. op. cit. p.58 
(45) ブェランティが取得したノミテントのなかでも，同:同ケープルはかなり向く位置づけら
れるものである。その出造の詳細については，次を参照。ElectricalEngineer. October 26， 
1888. pp. 35()-351; Dunsheath. op. cit. pp. 164 -165. 



























。7) Electrician. October 26. 1888. p. 787. 
(倒 アメリカにおいても，フェランティによる類のない集中発電および高圧送電システム
に対して強い関心がょせられ，デットフォードの運転開始が早く実現されるよう望む声
が高かった。 Cf.Electrician. February 7. 1890. pp. 352-353. 
例 Electrician，October.24， 1890， p. 699. 


























何，) Parsons， op. cit.， pp. 26-27. 
(51) 正式には次のような名称である。 Reportby Major Marindin on the Various Applications 
for Provisional Orders and Licences under the Electric Lighting Acts in Respects of the 











ウエストミンスター電気供給会社 (WestminsterElectric Supply Corp.)， 
メトロポリタン電気供給会社 (MetropolitanElectric Supply Co. ) ，セント
・ジェイムス・アンド・ベル・メル電灯会社 (St. James' and Pall Mall 















(54) Electrical Review， May 19， 1893， p. 599， 














(出所)The London Electric Supply Corporation Limited， Eleclric Lなhting:High Pressure 












(56) Electrical Review， Apri1 1. 1892， p. 425. 

























同 ElectricalReview， May 11. 1894， p. 553; May 18， 1894， p. 580. 
(59) Electrical Review， June 4， 1897， pp. 789-790. 
(叫 1900年までのロンドン電気供給会社の展開過程については，Statist， August 4， 1900， 
pp. 192-193に要領よくまとめられている。
(61) Electrical Review， March 9， 1900， p. 411. 



























両委員会報告と電力再編成 -J~経常と経済j 64巻 3号， 175-181頁，参照。
加) 前掲拙稿「ロンドンにおける電灯事業の成立J323-335頁，参照
(65) ちなみに，フェランティのあとの主任技師には，デットフォード発電所建設のとき，
フェランティの下で副主任技師をしていたダルトン (P. W. d'Alton)が就任した。 Cf.
Electrician ，March 25， 1892， p .558. 
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要している。
以上のように，初期のイギリス電力産業において，フェランティという天
才的電気技術者の出現によって，デットフォード計画と L、う近代電力経営の
構想、が提示され，その技術的基礎が開発された。これは，まさに革新と呼べ
るものであった。しかしこの近代電力システムは，その推進母体であるロ
ンドン電気供給会社の経営的失敗から，充分その真価を認められることなく，
第 1次大戦前ではほとんどその追随者を得ないままに終ってしまった。この
技術的革新は，いわば産業全体からみても挫折してしまったのである。
